
東京植民地と傘下８日系植民地　（1933年 1月 1日）

「在伯日本移植民 25 周年記念鑑」　香山六郎著 1934 年聖州新報社発行

東京植民地傘下８ヶ所の日系植民地（1933.1.1）



東京植民地内収納庫

１）モツーカ駅東京植民地（モツーカ駅にあるのでモツーカ植民地とも呼ばれる）
最初の入植者は 15 家族。全盛時代（昭和 15 年 1940 年）には植民者 200 家族を突破、コーヒー、米、綿、
トウモロコシ、ヒマ、など莫大な生産額を示し伯国農界に貢献した。
モツーカ駅 氏名 妻 家族出身県 渡伯 所有面積 生産物 収入 生産物 株数 其の他

東京植民地 馬場直 コハル 11 長崎 1914 400 アルケ－レス 綿 10,000 アロバ コーヒー 20,000 自動車（貨）１台

自営農 井上作市 キト ８長崎 1914 ６アルケ－レス 綿 500 アロバ コーヒー 4,000 馬車１台

山田会市 ハマ 10 長崎 1919 ５アルケーレス 繭 600 キロ コーヒー 2,000 馬車１台

井上三次郎 ハツエ ４長崎 1914 ５アルケーレス 綿 400 アロバ 馬車１台

吉田藤三郎 サヨ ７長崎 1914 ３アルケーレス 綿 200 アロバ　コーヒー 5,000 馬車１台

佐藤忠蔵 アキノ ９長崎 1914 ５アルケ－レス 籾 120 俵 コーヒー 9,000 馬車１台

西田平治 アイノ ８長崎 1914 10 アルケーレス 綿 400 アロバ コーヒー 5,000 馬車１台

内田由太郎 シズ ５熊本 1912 ９アルケーレス 籾

野宮勤四郎 アグリ ９青森 1929 5.5 アルケーレス 果樹園 雑作

木暮恒吉 ヨキ ７新潟 1921 ７アルケ－レス 綿 600 アロバ コーヒー 2,000 馬車１台

須藤龍太郎 リイ ２新潟 1918 ４,5 アルケーレス 綿 300 アロバ 桑樹 1,500 馬車１台

溝口栄太郎 タケノ ５和歌山 1921 11 アルケ－レス 綿 700 アロバ コーヒー 8,000 自動車（貸）１台

濱中啓之介 コサト ３広島 1922 ８アルケーレス 綿 150 アロバ コーヒー 4,000 馬車１台

沖本房太郎 ハマヨ ９広島 1913 ９アルケーレス 綿 300 アロバ コーヒー 7,000

岡本定雄 ナミエ ４愛媛 1926 ８アルケーレス 綿 100 アロバ コーヒー 2,000 馬車１台

日永田治郎吉 マツノ ５福岡 1918 ６アルケーレス 綿 500 アロバ 桑樹 13,000 馬車１台

嵐政男 キクノ ４熊本 1912 ５アルケーレス 綿 50 アロバ コーヒー 20 馬車１台

村上定八 スギ ５熊本 1912 10 アルケーレス 綿 400 アロバ 馬車１台

上田八百吉 オナツ ９熊本 1913 22 アルケ－レス 綿 500 アロバ コーヒー 7,000 馬車１台

小畑末次 ツル ７熊本 1912 13 アルケーレス 綿 400 アロバ コーヒー 5,000 馬車１台

三次一平 チヤ ６熊本 1913 5.5 アルケーレス 綿 500 アロバ コーヒー 5,000 馬車１台

山田柱太郎 ヒデ 10 熊本 1921 10 アルケーレス 綿 300 アロバ コーヒー 3,000 馬車１台

古庄日吉 ウメノ 10 熊本 1912 ７アルケ－レス 綿 500 アロバ コーヒー 500 馬車１台

坂本一徳 ヤツ ５熊本 1912 43 アルケーレス 綿 コーヒー 18,000 自動車（貸）１台

賀久一水 キヨノ 10 熊本 1913 10 アルケーレス コーヒー 9,000 自動車（貸）１台

志水新蔵 サミ ８熊本 1912 12 アルケーレス 綿 1,500 アロバ コーヒー 5,600 馬車１台



＊賀久一水、熊本県八代市興善寺町、第８回移民船若狭丸で渡伯、長男勇氏は 1921 年１月 27 日東京植民
地で出生、現バリニャ市在住、又娘よし子さんは福島末義氏と結婚。
＊黒岩富士多、1929 年ラプラタ丸、熊本県天草郡板瀬川出身、モツーカ管内で半年、その沿線ジョアー、グァ
リーバ、タクワリチンガ等を転々としながら綿作に従事する。（熊本県人発展史 534 ページ）

ダスーアルマス植民地
氏名 妻 家族出身県 渡伯 所有面積 生産物 収入 株数 其の他

リンコン駅   大石寅吉 ツル ９熊本 1914 　籾 300 俵 コーヒー 借地 10,000　　　　30 アルケーレス

  高野文作 ミニ ９熊本 1912 　籾 150 俵 コーヒー 借地 10,000 35 同上

  福本弘之 タカ ５熊本 1912 　　籾 50 俵 コーヒー 同上 2,500 10 同上

  澤村末松 スミ ７熊本 1912 　籾 200 俵 同 同上 10,000 10 同上

  緒方栄喜 アイ ８熊本 1912 　籾 100 俵 同 同上 10,000 10 同上

  西田駒喜 スエモ ５熊本 1927 　　籾 50 俵 同 同上 2,500 10 同上

  中村又蔵 ツル ２熊本 1927 　　籾 30 俵 同 同上 2,500 10 同上

  山村茂 千代 ５広島 1930 同上 ７同上

  阿部虎熊 ヤス ８熊本 1929 綿 同上 ６同上

バナナル耕地
リンコン駅   山口武 ツネ ８熊本 1929 綿作 借地 ４アルけーレス

  尾村徳平 スエノ ５熊本 1929 同上 同上 １,5 同上

  山下光由 スガ ７熊本 1929 同上 同上 ４,5 同上

リンコン駅附近
 吉牟勝太郎 シカ ７佐賀 1912 バール

 中山新平 タダミ ７熊本 1913 魚業

 川原久次郎 キク ５鹿児島 1917 魚業

 中野清治 ハルキ ４北海道 1930 綿作

 大西辰義 ツキヨ ２広島 1913 魚業

 三島熊之介 ８広島 1913 綿作

 小都福ニ 小岩 ７広島 1926 綿作

 浜本嘉一郎 マキ ７広島 1926 借地７アルケ－レス 綿作

＊ダス・アルマス植民地総合計９家族 58 名、男３6、女 22、所有地 155 アルケーレ、
地代 210 コントス、栽培コーヒー株 47,500 本、地主７、コーヒー 2,300 俵籾 905 俵、
綿 8,000 アロバース、豆 47 俵、トウモロコシ 590 俵、借地 13 アルケ－レス、借地料３コントス

＊リンコン駅総合計家族数 20 家族 125 名、男 75 名、女 50、名所有面積 155 アルケーレス、土地代 210
コントス、栽培コーヒー株数 47,500 株、地主７、コーヒー 2,300 俵、籾 1625 俵、綿 10,600 アロバース、
入植以来、入植地での伯生 55 名、伯死 16 名、学生 47 名

＊安部虎熊、1933 年 8 月、熊本県八代市大福寺町出身、1929 年若狭丸で渡伯。一度帰国後再渡航でリン
コン管内に借地すること 2 ヶ年、アララクワラ市周辺で 2 年営農。後年牧場、コーヒー、柑橘、養蚕に従事
する。（熊本県人発展史 536 ページ）　



チンビラ駅　サンタ・マリア耕地
　山下清一 ヤス ９人 大阪 1919 1,5 アルケ－レス 綿作

　林田正男 八重子 ８人 熊本 1929 ９同 同上

　永田正雄 タツエ ３人 熊本 1932 ３同 同上

　池田元八 ハジメ ５人 熊本 1912 ４同 同上

　森木竹一 ヨシノ ６人 広島 1930 ４同 同上

モツカ駅全町 　水本勝義 フジエ ２人 熊本 1912 雑貨商

　高野茂 マツエ ３人 熊本 1912 バール

　山田善太郎 ツギ ３人 熊本 1912 洋服店

　大山一　 セツコ ６人 熊本 1912 運搬業

　高野嘉太郎 スム ５人 熊本 1912 ２アルケ－レス 綿

姓名 妻 家族数 県 渡伯 借地面 生産

東京植民地借 　村川政之助 サダコ ２人 山形 1925 ２アルケルス 綿

　中又乙平 チヨ ６人 新潟 1920 コーヒ

　福井正彦 １人 和歌山 1922 ２アルケルス 綿

　中元弥 タミ ２人 和歌山 1918 ３同上 綿

　作本弥次郎 トイ ４人 山口 1918 ５アルケレス 綿

馬場家族構成 　渡辺喜代三 ミヤ ７人 長崎 1914 ３,5 同上 綿

　三宅福太郎 キク ３人 長崎 1927 請負

　瀬戸栄三朗 春江 ８人 長崎 1926 教師 1918、8 月学創

　松村末男 ３人 熊本 1926 ４アルケレス 綿

　高野茂作 ４人 熊本 1912 ６同上 綿

　秋山初次 シキ ６人 熊本 1926 ８同上 綿

　那須順喜 ユキ ５人 熊本 1926 ４,5 同上

　松山喜 ツルコ ４人 熊本 1930 請負

　徳

＊東京植民地総合計家族数 39 戸人員 235 名、男 124 名、女 111 名、所有面積 639 アルケーレス半、栽培コー
ヒー株数 122,500 本､ 地主 26 戸、コーヒー 4,560 俵、請負者１、籾 2,740 俵、綿 14,825 アロバス、豆
237 俵、トウモロコシ 1,960 俵、繭 1,595 アロバス、桑樹数 47,900 本、自動車（貨）５台、借地面積 41
アルケーレス、豚 483、馬 48、入植以来、入植地の伯生 115 死 39 就学児童 88．出身 10 県、熊本 16 戸、
長崎 10 戸、新潟、和歌山各３戸、広島 2 戸、青森、愛媛、福岡、山形、山口各 1 戸。但し、各駅ごとに借
地入植者が多勢、特に熊本県人が多い。

＊中村直記、1913 年 11 月若狭丸で渡伯、熊本県八代郡竜峯村出身、東京植民地に 23 年間雑作業に従事、
1954 年サンタ・フェ・ド・スール市郊外に移転コーヒー、綿、牧場を経営現在に至る。　　　　　　　　　　

（ブラジル日系紳士録 712 ページ）

＊国吉真寛、1919 年 1 月若狭丸で渡伯、沖縄県国頭郡出身、サン・ルイス耕地就労、リンコン耕地で米作
に従事、1929 年アララクワラ市郊外に移転果樹、雑作を業とする。（ブラジル日系紳士録 682 ページ）



モンテアレグレ植民地 谷市松 マツ ３人 和歌山 1919 15 アルケーレス 綿 1,000 アロバス 馬車１

阿武信雄 ハツ ４人 山口 1918 15 同上 綿 1,000 同 同上

熊谷一郎 ミサヨ 10 人 福岡 1918 27 同上 綿 1,000 同 同上

野中虎三 セイ 11 人 佐賀 1917 30 同上 綿 1,800 同 自動車貨 1 台

峰実男 ミツ ５人 長崎 1918 13,5 同上 綿 1,000

植田松治 シマ ６人 熊本 1913 10 同上 綿 1,500 馬車１

松村改蔵 タジュ 10 人 熊本 1913 6,5 アルケル 綿 1,000 アロバス 馬車 1 台　　　　　　　　　　

借地 堀勇三朗 チヨ 5 人 愛知 1924 ５同上 綿

竹中勝造 ノブ ８人 大阪 1922 ５同上 綿

坂井福太郎 スギエ ５人 和歌山 1920 ４同上 綿

山下又雄 イネコ ３人 山口 1918 ３同上 綿

藤本坂松 チカ ７人 山口 1918 10,5 同上 綿

太田敬吾 １人 佐賀 1917 ３同上 綿

貞松哲郎 1 人 長崎 1928 教師

荒木槍太郎 トリ ８人 熊本 1914 ７アルケル 綿

遠山治定 カツ ５人 熊本 1930 10 同上 綿

阿美古豊吉 トエ ２人 熊本 1930 ３同上 綿

＊モンテ・アレグレ植民地総合計家族数 1 ７戸、人員 94 名、男 48、女 46、所有面積 117 アルケーレス、
地主７、籾 930 俵、綿 14,350 アロバス、豆 87 俵、トウモロコシ 600 俵、自動車（貨）１台、借地 63
アルケーレス、借地料 12 コント、豚 174、馬 38、入植以来、入植地での伯生 40 名、伯死 13 名、就学童
40 名
東京植民地の分村の一つだったモンテ・アレグレに長い間耕地を持ち、子供や孫が営農を続けている阿武ハ
ツ（あんの）さんは 1918 年若狭丸で渡伯、入植以来唯一人 “ 東京植民地の入植者 ” であり続けていた人であっ
た。旧性を池田という、18 年夫の池田富夫さんと日本を出る時、２歳の長男を残して来た。吉弥という名で
２歳虚弱児だった。
　
若狭丸は日本を出て間もなく船内に髄膜炎が蔓延、シンガポールに着くまでに 62 名の子供の内 60 名は死亡。
　
５年目に夫の富夫さんがマラリアで病死、一週間後には失火から家屋を全焼するという不幸、植民地の人々
の援護によって再起、やがて阿武信男さんと再婚。
　
しかし日本においてきた長男を 3 年たったら迎えにくるの約束は来る年も来る年も叶えられなかった。56
年後の 1974 年日本から吉弥さんが来伯、それから数年後２度目の夫、阿武信男さんにも先立たれた。
　
ハツさんは３男１女、９人の孫に囲まれ、静かに余生を送るものだった。孫の１人のエリアナさんがグァタ
パラ農協職員と結婚。ハツさんの長男阿武アキオさんは娘夫婦の在住するグァタパラ市街地で余生を送って
いる。（2005.12 現）

コリギンニオ植民地 森実蔵 ７人 岡山 1914 綿コーヒー 26 アルケーレス 馬車１台

和気善十郎 タキ ３人 岡山 1914 同上 12 同上 馬車１台

村田藤七 キクノ 10 人 熊本 1913 綿 20 同上 馬車１台



吉田吉太郎 アイ ６人 熊本 1917 綿コーヒー 3,5 同上 馬車１台

山田新蔵 シヨ ６人 熊本 1917 同上 ５同上 同上

三枝又喜 ヨシノ ２人 熊本 1917 同上 25 同上

田中改一 八千代 ５人 熊本 1914 同上 ５同上 馬車１台

猪方岩松 トキ 14 人 熊本 1914 綿コーヒー 10 アルケーレス 馬車２台

河田勇次郎 キタ ７人 熊本 1912 同上 ５同上 馬車 1 台

林田恵吉 ヨシ ４人 熊本 1929 同上 ５同上 馬車１台

山下曾太 ハツ ８人 熊本 1912 同上 ６同上 馬車１台

鮫島喜守 シゲ ３人 鹿児島 1919 同上 ３同上

鮫島佐市 スエ ７人 鹿児島 1919 同上 ６同上 馬車１台

鈴木芳雄 １人 愛知 1931 教師

宮本チヨ ４人 長崎 1919 請負

宮崎宇太郎 ミヤノ ８人 熊本 1912 請負

沖田英芳 キエ ２人 熊本 1929 請負

永田新三 キマ ８人 熊本 1916 請負

林田豊記 ハツエ ５人 熊本 1916 請負

山本俊蔵 オモト 10 人 熊本 1913 綿及米 借地

＊コリギンニオ植民地総合計家族数 20 戸、人員 120 名、男 67、女 53、所有面積 109 アルケーレス、栽培コー
ヒー株数 86,100 本、地主 13 名、コーヒー 4,000 俵、請負者５名、籾 2,680 俵、綿 7,700 アロバス、豆
168 俵、トウモロコシ 1,165 俵、借地面積 15 アルケーレス、借地料３コントス、豚 383、馬 32、入植以来、
入植地での伯生 47 名、伯死 23 名、就学児童 54 名．・吉田俊男、熊本県八代郡有佐村出身、1935 年３月
アリゾナ丸で渡伯。西久保源太郎氏の代理家長として渡伯。吉田吉太郎氏の長男である。この植民地には配
耕されコーヒー、綿作、養蚕等に９年間従事する。

ベンチビ耕地 志水利治 シジコ ７熊本 1912 借地 4,5 アル 綿

永藤義時 チヨ ８熊本 1912 同上 ６アルケル 綿

崎村喜太郎 サダエ ５熊本 1913 同上 2,5 アル 綿

笠戸丸ズモン耕地入 宮本エツ ９熊本 1908 同上 ５アルケーレス 綿

現グァタパラ在住 坂本国松 サツキ ７熊本 1929 同上 4,5 アルケーレス 綿

近藤芳雄 チヨノ ４鳥取 1918 同上 ５アルケル 綿

カボダスカサス耕地 谷甚左エ門 ヨシ ３和歌山 1928 同上 ６アルケーレス 綿

白野音松 イエ ３和歌山 1918 同上 ６アルケル 綿

中村藤太郎 トミ ５和歌山 1918 同上 5,5 アルケ 綿

壷内亀一郎 タカヨ ４愛媛 1929 同上 ３アルケル 綿

春野巳子作 玉枝 ６熊本 1913 同上 ６アルケル 綿

河村秀治郎 トミエ ２奈良 1929 同上 3,5 アルケ 綿

＊モツカ駅総合計、家族数 93 戸、人員 543 人、男 287 人、女 256 人、所有面積 866 アルケーイレス、
土地代８コントス余、栽培コーヒー 208,600 本、地主 46、コーヒー 8,600 俵、請負者６、籾 9,200 俵、
綿 47,752 アロバス、豆 623 俵、トウモロコシ 4,215 俵、繭 1,595 アロバス、桑樹数 47,900 本、自動車

（貨）７台、借地面積 180 アルケーレス、借地料 28 コントス、豚 1130、馬 132、入植以来、入植地での



伯生 244 名、伯死 84 名、就学児童 220 名

ジョア駅 中村万之助 オタカ ８人鹿児島 1912 30 アルケル 綿 自動車貨１

ボンフィン耕地 太田朝江 ９人北海道 1926 ３アルケル 綿 借地

寺部良亮 ミツエ ８人愛媛 1929 10 アルケル 綿 借地

竹田輝治 初世 ４人岡山 1925 10 同上 綿 借地

西川久米七 キクエ ３人鳥取 1918 2,5 同上 同 借地

佐々木ウラ ６人広島 1913 ６同上 同 借地

石井勇 マサル ８人広島 1928 ４同上 同 借地

行徳浅吉 ユキノ ４人福岡 1914 ７同上 同 借地

竹上謙一 ツル ７人福岡 1918 ６同上 同 借地

楊克明 フジ（岡野） ６人福岡 1912 ４同上 同 借地

山中兼次郎 ５人熊本 1929 ７同上 同 借地

田添重吉 カツエ ５人熊本 1929 ５同上 同 借地

坂口貞蔵 セキ ５人熊本 1929 ５同上 同 借地

西キエ ５人熊本 1929 2,5 同上 同 借地

西田松男 ユイ ５人熊本 1929 4,5 同上 同 借地

第２回移民の翌年 杉本末吉 スエ ８人熊本 1911 10,5 同上 同 借地

大塚塚治 ジュエ ７人熊本 1929 10 同上借地 同 茂木シゲコの（叔父）

堀次平 ミキ ３人熊本 1929 ４同上 同 借地

宮田弥太郎 ツル ２人熊本 1929 ３同上 同 借地

社方一記 ヨシ子 ４人熊本 1930 3,5 同上 同 借地

城戸続 シズエ ９人熊本 1914 12 同上 同 借地

濱路三雄 ミヤ ７人熊本 1928 ３同上 同 借地

坂本義光 ツヤ ５人熊本 1929 ４同上 綿 借地

＊ボンフィン耕地総合計家族数23戸、人員133人、男67、女66、所有面積130アルケ－レス地主１、籾1,730
俵、綿 25,260 アロバス、豆 175 俵、トウモロコシ 690 俵自動車（貨）１台借地面積 132 アル毛―レス、
借地料 15 コントス、豚 255、馬 17、入植以来、入植地での伯生 51、伯死 9、就学児童 52

＊大塚塚治氏は茂木常男夫人シゲ子さんの叔父にあたる人。

プラッタ耕地 樋廻忠吾郎 ムネ ６人三重 1931 ６アルケル 綿 借地

是澤熊一 ケイ ４人愛媛 1929 ５同上 同 同

稲垣留蔵 キク ４人愛媛 1929 ６アルケル 綿 借地

新見種松 コメ ８人広島 1924 7,5 同上 同 同

真砂亀彦 １人和歌山 1921 ５同上 同 同

古村新太郎 リチ ８人佐賀 1914 ６同上 同 同

吉田甚吉 カツエ ６人福岡 1930 2,5 同上 同 同

清本徹美 松江 11 人熊本 1929 3,5 同上 同 同

野崎文平 サト ７人熊本 1929 5,5 同上 同 同

船津数雄 マツノ ６人熊本 1928 ４同上 同 同



村西松三 トヨノ ４人熊本 1929 ５同上 同 同

猪方勇 シズエ ２人熊本 1919 4,5 同上 同 同

木田一平 マツノ 13 人熊本 1929 15 同上 同 同

澤村勘次郎 サモ ７人熊本 1912 ７同上 同 同

森田惣作 シズト ５人熊本 1930 ２同上 同 同

渡辺惣市 キミエ ５人熊本 1930 4,5 同上 同 同

岩崎学 チロ ６人熊本 1928 ６同上 同 同

城田政一 ツタオ ３人三重 1931 ４同上 同 同

＊プラッタ耕地総合計家族数 18 戸、人員 106 人、男 56 人、女 50 人、籾 2,200 俵、綿 14,550 アロバス、
豆 100 俵、トウモロコシ 830 俵、借地面積 99 アルケーレス、借地料 19 コントス、豚 20、馬 20、入植以来、
入植地での伯生 20、伯死６、就学児童 17。

＊ジョア駅総合計家族数 41 戸、人員 239 人、男 123 人、女 116 人所有面積 130 アルケ－レス、地主１、
籾 3,930 俵、綿 39,810 アロバス、豆 275 俵、トウモロコシ 1520 俵、自動車（貨）、借地面積 231 アルケー
レス半、借地料 34 コントス､ 豚 345、馬 37、入植以来、入植地での伯生 71、伯死 15、就学児童 69

＊アモンド駅附近耕地、福島１家族、静岡３家族、岡山 3 家族、沖縄１家族、計８家族

＊樋廻 ( ヒマワリ ) 忠吾郎、ムネ夫妻、三重県出身、
グァタパラ移住地在住の慶塚賢明氏が、まだパラナ・アプカラナで住職の頃、リンコン駅前でトマト作りを
していたと云う、樋廻夫妻が珍しい姓であり親交もあった。また子息の妻よしみ ( 旧小川 ) さんも東京植民
地出身で親族がリンコンの墓地に埋葬されていると云うが、死亡台帳からは見出すことができなかった。
この頃の話でグァタパラ耕地で九州地方の特産かもしれない、里芋によく似た芋科の植物がよくできた。た
だし里芋より数倍も大きいが味はホクホクして大変美味しい物であった。（八ッ頭・ヤツガシラ ? ではないか
と云う）現在、孫にあたる樋廻タダオ氏がパラナ州アプカラナに在住する。

＊坂本作次郎、1936 年リオ・デ・ジャネイロ丸、埼玉県川口市上青木町出身、妹スエ、弟藤吉、パウリス
タ線アモンド駅ボア・ビスタ耕地で義務農年遂行後、借地農を始め綿花栽培に従事するが歴史的な不作で無
一文で脱耕する。後年パラナ州アサイ市に落着く。（トレスバラス移住地開拓 20 周年史 787 ページ）　　　　

グァリバ駅 姓名 妻 家族数県 渡伯年 借地 産物 その他

バグリイ耕地 山本七之助 キク ４人静岡 1928 5,5 アルケ 綿

酒井弥作 スエコ ３人石川 1930 ２アルケル 同上

前田重人 １人熊本 1930 ２同上 同上

早川一人 オワク ５人熊本 1930 ６同上 同上

白丸寅三 ムツ ８人熊本 1912 15 同上 同上

木庭勝喜 モモエ ８人熊本 1930 ６同上 同上

前橋惣一 ハジメ 10 人熊本 1912 10 同上 同上 ＊注記１

藤崎ニ三四 カゾ ８人熊本 1925 ７同上 同上 ＊注記２

高山清次 マスエ ５人熊本 1912 ４同上 同上

森園重雄 １人鹿児島 1928 ５同上 同上



鮫島伝蔵 ミエ ５人鹿児島 1928 8,5 同上 同上

＊バクリイ耕地総合計家族数 11 戸、人員 58 人、男 32、女 26、籾 790 俵、綿 10,300 アロバス、豆 69 俵、
借地面積 71 アルケーレス、豚 96、馬 21、入植以来、入植地での伯生 23、伯死 4、就学児童　　　　

注記１　
＊前橋惣一、熊本県八代郡、1912 年 3 月神奈川丸、グァタパラ耕地に配耕され、構成家族であったので３
～４ヶ月後聖市へ転出、５ヶ年後結婚してブエノポリス駅クラビーニョス耕地で３年、その後モツカ植民地
の親戚の所有地を借り、米と綿を栽培する。幸を得てその地に落ち着き、馬場氏等と共に植民地作りに犠牲
的努力を捧げる。（1927 年時、今日のブラジル 675 ペ―ジ）

注記２
＊藤崎ニ三四、（ニソジ）上塚周平の呼寄せにより熊本県上益城郡下矢部村から布哇丸で 1925 年 5 月 31 日
サントス着。2006 年現在ジャボチカ - バル市在住、長男隆幸氏。

1935 年 1 月 15 日東洋ホテル内（Hotel Oriental）にて東京植民地出身の方々
左側 3 番目吉崎、後田嶋（渡伯の翌年 16 才）その横萩原、右側子供藤崎隆幸、2 番目藤崎二三四、

3 番目小畑カイチ、正面堀次平、宮田弥太郎各氏（写真提供　田嶋　勉氏）

＊コレゴ・リコ駅海外興業株式会社 アニューマス農場（1930 年 1 月現在）
姓名 妻 家族数出身県 渡伯年 職業、産物物など

栗山篤 キク ２人秋田 1914 支配人

岸波常三朗 コズル ７人福島 1912 請負業

増田重作 セイ ５人群馬 1919 借地綿

小池辰五郎 エイ ４人東京 1922 日雇い

岩崎喜八 クマ ８人静岡 1925 借地綿

北原好一 ハナ ４人静岡 1929 日雇い

大井浩 カヨコ ４人長野 1921 運転手



武井龍市 ホガラ ７人長野 1921 日雇い

青木篤哉 マキヨ ８人長野 1921 コロノ

平出学治 イサム ４人長野 1928 日雇い

馬場庄太郎 シヨト 13 人奈良 1927 借地綿

喜多村太一 ８人奈良 1928 コロノ

森恵次郎 ワカ ７人大阪 1922 日雇い

口石精吉 エツ ７人兵庫 1925 コロノ

佐々木啓輔 ツイ ９人島根 1922 借地綿

奥村卯三朗 シゲノ ９人広島 1929 借地綿

岡本円吉 モモエ ７人広島 1929 借地綿

高橋逸五郎 ハツ ５人広島 1929 同上

竹本實男 フサノ ４人広島 1929 同上

管波善助 タケノ ７人広島 1929 コロノ

奥城善吉 シゲ ７人大分 1928 借地綿

鎌田重三 ３人福岡 1929 同上

五郎丸傳 ミツ ８人福岡 1920 コロノ

井手永正 スマ ３人熊本 1929 コロノ

上村六郎 ５人熊本 1929 コロノ

村上忠義 ツルコ ５人熊本 1929 コロノ

小林初幸 ６人熊本 1929 コロノ

岡田作雄 ７人熊本 1929 コロノ

平山定 春子 ２人熊本 1929 コロノ

平山常記 トエ ７人熊本 1929 大工

福江喜代喜 ５人熊本 1929 コロノ

＊アニューマス農場総合計家族数 31 戸、人員 187 人、男 107、女 80、請負者１、籾 1,530 俵、綿
10,200 アロバス、豆 31 俵、トウモロコシ 1080 俵、自動車（客）１台、（貨）４台、借地面積 78 アルケー
レス、借地料 15 コントス余、豚 220、馬 49、入植以来、入植地での伯生 53、伯死 14、就学児童 39

＊イタジェバ耕地
島田福松 トジュ ７人熊本 1930 借地綿 ５アルケーレス

西田清次 トシ ６人熊本 1930 同上 ５同上

黒石富士太 ユミ ９人熊本 1929 同上 ８同上

栗原義雄 シズヨ ５人熊本 1930 同上 ３同上

荒木将 アサコ ５人福岡 1930 同上 ４同上

荒木茂寿 チヨノ ４人福岡 1930 同上 4,5 同上

＊コレゴ・リコ駅総合計、家族数 37 戸、人員 223 人、男 125、女 98 請負者１、籾 1880 俵、綿 14,300
アロバス、豆 63 俵、トウモロコシ 1,190 俵自動車（客）１台、（貨）４台、借地面積 107 アルケーレス、
借地料 20 コントス、豚 229、馬 58、入植以来、入植地での伯生 58、伯死 14、就学児童 44　　

＊グァタパラ駅―サン・ルイス パレスチーナ耕地



伊藤真蔵 さき ５人宮城 1929 借地 ４アルケーレス

薄井善吉 ヨシ ４人栃木 1929 同上 4 同

沖本福次郎 ８人広島 1927 同上 ４同

沖野杉松 10 人広島 1927 同上 ６同 1964 年リベロン移転

高橋三省 ちいの ６人広島 1925 同上綿 ２アルケーレス

鈴木義登 すい子 ４人東京 1930 パレスチナ耕地

牧平福松 しげの ２人広島 1918 籾 同上

濱田茂 みちい ８人広島 1929 籾 同上

寺本心悦 はる子 ３人熊本 1912 籾 同上　　　　　

＊グァタパラ駅総合計家族９戸、人員 50 人、男 22、女 28、籾 150 俵、綿 250 アロバス、豆 170 俵、ト
ウモロコシ 170 俵、借地面積 20 アルケーレス、豚 51、馬７、入植以来、入植地での伯生 11、伯死４　

（注）この頃 1927 年のグァタパラ耕地は弘田千代太監督であり日本移民は 80 家族に止まる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（「今日のブラジル」672 ページ）

＊マルチーニョ・プラード駅 プラドポリス植民地
姓名 妻 家族 県 渡伯年 土地 生産物 その他

島田操 きい ５人 新潟 1918 ８アルケル 采園 馬車１台

水田長一 すみ ７人 広島 1912 ５同上 同上 馬車１台

三河恵一 しい ６人 島根 1914 17 同上 同上 馬車１台

以上東京植民地と傘下八日系植民地（1933 年 1. １）

モツーカ駅前



当時東京植民地の衛生設備の寄付趣意書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本一徳
　　各位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小畑末次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古庄郷吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田曽市

　　吾が植民地が学校の建立、運動会其他総てに於て先駆者たる係らす。只一つ殖民地を作る最も必要にし
て第一番に着手せざる可からざる衛生設備なき事は、他に羞づべく且つ遺憾としつつありし折柄、近来所々
に急病大病に罹かる人あり、此の不景気に際しては之れに備へる貯なき人もあるべく、分秒を争ふ病人など
ありし場合、金の工面などに手間取りて貴き人命を亡ふ如き事ありは遺憾至極と存じ、衛生設備の必要を痛
切に感じる次第に御座候。
　　因りて不肖私共が皆様方の御賛同と御助力とを得て、先づ始める簡単なる医療器具、急病負傷等に対す
る応急手当に要する必要薬品器具を設備し、之れを中央部へ置き、尚皆様方の御賛同御助力の如何に依りて、
右の品々を各区に備え置き追々と完全なる衛生設備を致度きものと在候。何卒私共の微意を御汲取の上、御
賛同下され幾分の御寄付御奮発被成下度　此段御願申上候。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬白

東京植民地内での相撲大会　1921 年

＊リンコン相撲大会　1962 年 7 月 22 日リンコン東京植民地入植 48 回記念
起伏のある丘の１つに古ぼけた珍しい本造の建物が建っておりこれが、当時の東京植民地の学校だったそう
だ。そしてこの学校に貼紙が印象的でこう書かれてありました。



グァタパラ耕地入植者の皆様へ

　この丘が人跡未踏の原始林でありました頃、即ち 1914 年？ 6 月、始めて日本人の手によって開拓の槌音
がこだましてから既に 47 周年を迎えました。当時この丘を中心に総面積 2000 アルケールの日本人集団地
が出現し、ブラジルに於ける３大殖民地の１つとして、或いは模範村として移民史に残っていることはたゆ
まざる先覚者の努力によることは申す迄もありません。けれど 850 余家族の大部分はグァタパラ耕地で２ヶ
年の苦しい契約農年を終えて独立と生活確保のため、この大地で血みどろの苦闘が続けられたのであります。
今でこそ、マラリア病媒介のマラリア蚊は一匹もいませんが、当時その蚊は猛威を振るい、例外なくこの病
魔を逃げることが出来ず、次々と犠牲者たちは大望も空しく、此処に 300 余名の先覚者を失い、骨を埋めて
行ったのであります。

　本相撲大会は之等犠牲者に対する慰霊祭として年々欠かさず催されています。既に第二、第三世の時代に
達していますが、今なお、我々が本大会を継続しているのは、実に之等先覚者の慰霊であり、また我々一同
の開拓の尊き血と汗に対する慰安大会であります。
　
　そうして本日新しい移民史を築くべき新しい構想の下に発足したグァタパラ耕地（正しくは移住地）の入
植者を迎えてこの大会を催すことは何と有意義なことでありましょう。草葉の蔭から先駆犠牲者たちの歓迎
の声が聞こえてくるようであります。そして皆様のグァタパラ耕地（正しくは移住地）成功の 1 日も早から
んことを見守っている姿が、、、、、

1962 年 7 月 22 日
　　　　リンコン日伯文化協会　東京植民地青年会
　　
風雨にさらされた校舎は、ガランとして荒れ果て、近くに小さな納骨堂が木陰にあってローソクが立てられ
てあるのでした。（40 数年前の記憶を追って）

東京植民地入植開始より 10 数年後の住居（後年屋根瓦に葺き替える）


